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Ⅰ はじめに 

  本校は、令和元年度から「学校力向上に関する総合実践事業」の実践指定校として、包括的な学校

改善と実践的な校内研修を行い、学校力を高める取組を進めてきた。今年度から地域指定校の中核校

として、前年までの取組の成果を生かした学校改善の取組を管内の学校に発信するとともに、地域の

小・中学校に取組の成果を波及させるよう取り組んでいる。 

 

Ⅱ 包括的な学校改善に関する取組内容 

１ 学校マネジメント 

(1) 客観的な数値目標の設定と学校評価を連動させたマネジメントサイクルの確立 

本校では、年４回の学校力向上に関する評価、

年２回の教育実践に関する評価、年１回の分掌業

務に関する評価及び児童・保護者アンケートを実

施し、客観的な数値から学校マネジメントの評価

を行っている。 

また、学校力向上に関する取組について、数値

目標を設定し、結果の要因を分析することで、課

題を明確化し、改善に向けて焦点化して課題解決

に努めた。さらに、それぞれの評価を関連付ける

ことで、より客観的な評価結果として分析し、学

校マネジメントに活用している。 

(2) 課題の要因分析を踏まえた年度の重点の明確化と手立ての共有 

学校評価を通して見いだした成果と課題の要因を明らかにすることで、次年度の課題解決の方向

性を具体的に示した。このことで、次年度の学校マネジメントの重点を教職員間で共通理解し、学

校全体で統一感をもって学校改善に組んでいる。 

 

２ 落ち着いた学習環境 

(1) 学習環境の統一 

児童が小学校生活６年間を通して、見通しを

もって落ち着いて学習に取り組むことができる

よう、教室の掲示物の精選、机上や机の中の学

習用具の整理及びロッカーの使い方等を児童に

例示するとともに、全ての教室で徹底している。 

また、学習環境の整備について学校評価等で

見直しを図り、年度当初に全ての教職員で共通

理解した上で児童と共有し、児童が主体的に落

ち着いて学習できる環境の設定に努めている。 

 

【学校力向上に関する評価の分析】 

【学習環境の様子】 



(2) 児童同士の良好な人間関係の構築 

支持的風土を醸成し、児童同士の良好な人間関係を構築す

るため、道徳科の授業改善に取り組んだ。自己を見つめ、物

事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを

深めることができるよう、「考え、議論する道徳」の授業実践

を行うことで、多様な価値観に触れて児童同士が互いに認め

合うことができるようにした。 

また、いじめ防止基本方針に基づいて、全ての児童が安心して充実した学校生活を送れるように

するため、年２回いじめ防止スローガンを児童が話し合う取組を行うなど、児童の主体性を発揮し

ていじめ防止の取組を進めている。 

 

３ 教育課程・指導方法 

(1) 教育課程の管理 

教科等に関する全ての学級の時間割を教育課程推進部が管

理・設定し、年間指導計画に基づき推進状況を確認することに

より、教育課程を適切に管理している。 

(2) 指導過程と指導方法の工夫 

学力向上推進部が、学習指導要領の趣旨を踏まえて授業改善

を推進し、１単位時間で完結できる指導過程の工夫及び思考

力・判断力・表現力等の育成に向けた指導方法を発信している。

このことにより、全教職員で授業改善の方向性を共通理解し、

授業実践及び全教員による授業公開を行うなど、授業実践の成

果と課題を明らかにして、学校全体で授業改善を推進している。 

また、実物投影機を全学級に整備し、全体交流の場面で各児

童のノートを投影し、多様な考えに触れさせることで深い学び

につなげるなど、視覚的な支援を行うことで、子どもの学習理

解をより一層深めることができるようにしている。 

(3) 小学校高学年における教科担任制の実施 

第５学年及び第６学年では、国語科及び算数科で教科担任制

による学習指導を行っている。この取組により、それぞれの教

師が専門性を生かした実践や教材研究を深めた授業を実践す

ることができ、授業の質が高まり、児童の学習理解を深め、学

習内容の確かな定着を図ることにつなげている。また、複数の

教師が授業の中で児童理解を図り、教職員間で情報を共有する

ことで児童理解をさらに深め、より適切な指導について協議し

ている。 

同様に、各学年で理科専科、音楽専科、外国語専科及びプロ

グラミング教育担当による授業を実施している。 

 

 

【いじめ防止スローガン】 

【構造的板書の工夫例】 

【時間割表】 

【授業公開の様子】 

【理科専科】 【音楽専科】 

【外国語専科】 【プログラミング担当】 



４ 人材育成 

(1) 校内研修の充実 

校内研修は、テーマ別研修及びミニ研修を各３回の計６回行

い、学級・学年経営に関わること、特別支援教育を視点とした

授業のユニバーサルデザイン化及び外国語科やプログラミン

グ教育に関する授業等、実践的指導力の向上に向け、研修を積

み重ねている。校内研修は、学力向上推進部が中心となり、情

報教育推進部や特別支援教育推進部等も講師として参加する

など、研修の運営はテーマに応じて組織的に行っている。 

(2) メンター研修の推進による若手教諭の計画的な育成 

メンター研修は、人材育成推進部が企画・運営し、計６回行

っている。中堅教諭が講師となり、学級経営や授業づくりにつ

いて、課題解決に向けた協議を行うことで、相互に研鑽を深め

ることで人材育成を図っている。 

 

５ 働き方改革 

(1) 校務分掌の再編成 

昨年度から本格的に働き方改革を進め、校務分掌の再

編成に着手するとともに、学校経営方針に基づき、必要

な業務を精査し、各分掌の役割を明確にした。 

また、分掌の教員配置を工夫することにより、学級担

任の業務軽減につなげるとともに、学校行事の精選・充

実及び授業改善の促進に努めている。 

 

(2) 校務支援システムやＩＣＴの活用による業務の効率化 

昨年度から校務支援システム（Ｃ４ｔｈ）を導入し、行事予

定等の教職員間の連絡、児童及び教職員の出欠管理及び児童の

成績管理等、学校業務全般を一元的に管理している。朝の児童

の出欠確認や教職員への連絡等、学校内のどこにいても確認す

ることができ、業務の効率化を図ることができた。 

また、Ｗｅｄ会議システムを活用した児童集会等を実施し、

新型コロナウイルス感染症拡大防止に努めるとともに、時間短

縮を行った。 

 

Ⅲ 実践の成果（○）と課題（●） 

○ 学校の総合力を高めるために包括的な学校改善に取り組んだことで学校マネジメントが加速する

とともに、この取組の成果を地域の小・中学校に波及させることができた。 

● 今後も児童一人一人の可能性を伸ばし、確かな学力を身に付けることができるよう、基礎的・基

本的な知識及び技能の習得及び思考力・判断力・表現力等を育成するとともに、授業改善を学校改

善につなげていく取組を構築する必要がある。 

【校内研修の様子】 

編成前 

・教務部 

・研究部 

・生徒指導部 

・保健体育部 

・文化部 

・事務部 

編成後 

・教育課程推進部 

・学力向上推進部 

・生活力向上推進部 

・健康体力向上推進部 

・トータルサポート推進部 

・情報教育推進部 

・特別支援教育推進部 

・人材育成推進部 

・事務部 

【メンター研修図】 

【校務支援システムの画面】 

【校務分掌図】 


